
元
暁

の
真
如
観

(李
)

元
暁

の
真
如
観

-
起

信
論
海
東
疏
を
中
心
と
し
て
-

李

平

来

大
乗
は

『
起
信
論
』
の
信
仰
の
対
象
で
あ
る
。
大
乗
の

「大
」
は
論

の
中
に
於

い
て
は
体
相
用
の
三
大
を
示
し
て
い
る
し
、
「乗
」
は

一
心

に
響
え
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
従

つ
て
、
大
乗
は

一
心
そ
の
も
の
で
あ

る
。
そ
の

一
心
が
論
の
中
に
は
心
真
如
と
心
生
滅
と
の
二
門
に
開
か
れ

て
進
ん
で
い
る
。
更
に
、
「
解
釈
分
」
の
冒
頭
に

「
心
真
如
者
即
是

一

法
界
、
大
総
相
法
門
体
」
と
い
い
、
真
如
の
自
体
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
諸
法

の
体
で
あ
る
真
如
は
永
遠
不
変

で
あ
り
、
自
性
清
浄

で
あ

り
、
無
量
功
徳
を
具
足
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
体
と
し
て
の
真
如
の

存
在
は
云
何
に
証
明
す
る
べ
き
か
。
論

の
中
に
は
、
そ
れ
を
離
言
と
依

言
に
よ
つ
て
証
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
元
暁
は
真
如
が
離
言
で
あ
る

か
、
依
言
で
あ
る
か
と
論
諄
す
る

こ
と
は

「
自
宗
相
違

の
過
失
」
と

「
自
語
相
違
の
過
失
」
に
堕
す
る
と
破
し
て
、
理
は
絶
言
に
し
て
京
た

(
1
)

不
絶
言
な
り
と
和
謬
し
て
い
る
。
京
た
、
論
の
中
に
真
如
は
即
示
摩
詞

衛
と
い
い
、
そ
れ
自
体
と
し
て
存
在
す
る
も
の
と
宣
言
し
て
い
る
。

し
か
し
、
心
生
滅
門
に
於
い
て
は

一
心
が
云
何
に
作
用
す
る
か
。
元

暁
は

「
此

一
心
体
有
二本
覚
一
。
而
随
二撫

明
一動
作
二
生
滅
一
。故
於
二
此

(2
)

門
一如
来
之
性
隠
而
不
レ顕
名
二
如
来
蔵

こ

と
心
生
滅
門
を
定
義
し
て
い

る
。
京
た
、
『
樗
伽
経
』
の
中
に
は
、
如
来
蔵
は

「為
二無
始
虚
偽
悪
習

(3
)

所
一レ薫
名
為
二蔵
識
こ

と
い
う
。
阿
梨
耶
識
は
、
如
来
蔵
が
無
明
に
色

づ
け
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
識
を
真
妄
和
合
口識
と

も
い
う
の
で
あ
る
。
真
妄
和
合
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
識
に
は
本
覚
と
不

覚
と
の
活
動
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
論
の
中
に
は
、
こ
れ
を
生
住
異

滅

の
四
相
、

三
細
六
鹿
、
五
意
な
ど
で
妄
念
分
別
が
ど
の
よ
う
な
因
縁

で
起

こ
り
、
ど
の
よ
う
な
構
造
で
活
動
す
る
か
を
説
明
す
る

一
方
、
始

覚
、
六
染
、
薫
習
説
を
説
い
て
心
生
滅
門
よ
り

心
真
如
門
に
入
る
過
程

を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
中
、
元
暁
の
説
相
は
生
住

異
滅
の
四
相
と
不
覚
・

相
似
覚

・
随
分
覚

・
究
寛
覚
の
始
覚
と
三
細
六
麓
と
を
巧
み
に
組
み
あ

わ
せ
て
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
う
か
が
わ
れ
る
。
即
ち
、
生

相
に
三
細
を
属
せ
し
め
、
阿
梨
耶
識
の
位
の
差
別
を
行
な
う
。
無
明
が

此
の
三
相
と
和
合
し
て

一
心
の
体
を
動
じ
て
差

別
を
現
わ
す

の
で
あ

る
。
住
相
は
、
六
鹿
の
中
の
智
相
に
あ
て
は
め
、
第
七
識
の
位
の
差
別

と
し
て
い
る
。
元
暁
は
、
『
勝
髭
経
』
の

「於
二
此
六
識

及
心
法

智
一此
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七
法
刹
那
不
レ住
」
と
い
う

一
節
を
引
用
し
て
、
心
法
智
を
以

て
第

七

(
4
)

識
の
存
在

を
証
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
住
相
に
は
生
相

の
作
用

に
よ
り
て
我
痴

・
我
見

・
我
愛

・
我
慢

の
四
煩
悩
が
生
じ
る

の
で
あ

る
。
異
相

は
、
六
鹿
の
中
の
相
続

・
執
取

・
計
名
字
相
に
あ
て
は
め
、

以
下
は
六
識
の
位

の
差
別
に
す
る
。
従

つ
て
、
こ
の
生
起
識
に
は
六
大

煩
悩
が
起

こ
る
の
で
あ
る
。
滅
相
は
、
六
鹿
の
中
の
起
業

・
業
繋
苦
相

を
配
属
し
、
身

・
口
二
業
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
生
住
異
滅
の

四
相
は
凡

て
根
本
無
明
の
働
き
に
よ
つ
て
生
じ
る
が
、
心
の
流
転
に
す

ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
諸
法
の
源
は

一
心
だ
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

一
心
の
流
転
に
た
い
し
て
、
元
暁
は

「
心
の
体
は
常
住
で
あ
り
、

心
の

(
5
)

相

の
み
生
滅
す
る
」
と
、

一
心
の
体
は
無
二
絶
対
な
る
こ
と
を
貫
い
て

い
る
。

さ
て
、
流
転
門
に
た
い
し
て
、
還
滅
門
の
立
場
か
ら
論
じ
よ
う
と
思

う
。
始
覚

・
六
染

・
重
習
説
は
還
滅
門
に
関
係
さ

せ
て
説
か
れ

て
い

る
。
還
滅
門

は
、
修
行
の
段
階
を
示
す
も
の
と
考
え
れ
ば
よ

い
だ
ろ

う
。
生
住
異
滅
の
順
に
生
じ
た
妄
念
分
別
は
、
滅
異
住
生
の
順
に
断
ぜ

ら
れ
る
わ
け

で
あ
る
。
実
践
修
行
に
よ
り
滅
相
が
始
め

に
な
く
な
る

が
、

こ
れ
を
始
覚
の
階
位
で
は
不
覚
と
い
い
、
菩
薩
の
十
信
に
あ
た
る

と
い
う
の

で
あ
る
。
『起
信
論
』
の
三
身
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
段

階

で

は
分
別
事
識

の
活
動
よ
り
応
身
の
み
が
見
え
る
と
い
う
。
異
相
が
消
え

さ
る
段
階
を
相
似
覚
と
い
い
、
三
賢
菩
薩
に
な
る
。
三
賢
菩
薩
が
三
昧

に
入
れ
ば
、

自
己
の
本
性
が
真
如
で
あ
り
、
自
性
清
浄
な
る
こ
と
を
信

じ
る
よ
う
に
な
り
、
報
身
が
見
え
は
じ
め
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
六

識

の
分
別
心
は
断
ぜ
ら
れ
、
第
七
識
の
位
に
入
る

の
で
あ
る
。
住
相
の

領
域
に
な
り
、
四
煩
悩
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
絶

え
ざ
る
修
行

の
結

果
、
四
煩
悩
が
滅
し
随
分
覚
に
な
る
。

こ
の
階
位
を
元
暁
は
十
地
の
位
と
見
、
報
身
に
な
つ
た
と
い
う
の
で

あ
る
。
最
後
に
、
微
細
分
別
の
業
識
が
な
く
な
り
、
究
寛
覚
に
な
る
わ

け
で
あ
る
が
、
無
垢
地
の
法
身
に
な
る
。
元
暁
は
、
究
寛
覚
の
位
に
は

動
念
が
凡
て
な
く
な
り
、
た
だ

一
心
の
み
が
現
わ

れ
る
と
述

べ
て
い

る
。
是
の
如
き
始
覚
は
本
覚
に
異
な
ら
ず
と
い
う
結
論
が
自
然
に
持
ち

だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
元
暁
は
、
帰
命
三
宝
を
解
釈
す
る
時
も
三
宝
に

(6
)

帰
命
す
る
こ
と
は
「一
心
に
還
源
す
る
こ
と
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

柏
木
弘
雄
博
士
は
、
『摂
論
』
に
お
け
る
真
如
は
法

の
真
如
を
強
調
し
た

の
に
た
い
し
て
、
『起
信
論
』
は
心
の
真
如
を
重
視
し
て
い
る
と
指
摘

(7
)

し
て
い
る
。
ま
た
、
高
崎
直
道
博
士
は
、
『
宝
性
論
』
に
お
け

る
法
身

(8
)

の

一
元
論
を
述
べ
て
い
る
が
、

一
心
、
真
如
、
法
身
を
い
う
『
起
信
論
』

は
元
暁
の
解
釈
の
よ
う
に

「
一
心
の

一
元
論
」
で
あ

る
と
考
え
ら
れ

る
。
従
つ
て
、
両
論
の
如
来
蔵
思
想
の
同
質
性
を
現
わ
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

心
の
真
如
に
は
能
生
の
義
が
な
い
の
に
た
い
し
て
、
心
の
生
滅
に
は

そ
れ
が
あ
る
。
即
ち
、
理
体
は
絶
相
で
あ
り
、
も
う

一
方
で
は
随
縁
で

あ
る
。
真
如
自
体
に
は
大
智
慧
光
明
の
義
が
あ
る
か
ら
絶
相
で
あ
り
、

心
体
は
縁
に
随
つ
て
動
じ
て
妄
念
と
な

る
か
ら

随
縁

に
な
る
。
従

つ

元
暁

の
真

如
観

(
李
)
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元
暁

の
真
如
観
 
(
李
)

て
、
元
暁

の

『
大
乗
起
信
論
疏
』
に
あ
ら
わ
れ
た
真
如
観
は
、
心
相
に

は
生
滅

・
差
別
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
心
体
は
無
二
絶
体
で
あ
る
と
い
う

結
論
と
な
り
、
「
一
心
一
元
論
」
が
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

い
京

京
で
、
論

じ
た
こ
と
を
読
者
の
理
解
を
図
る
た
め
に
図
示
す
れ
ば
次
の

通
り
で
あ
る
。

1

仏
教
大
系

一
-
八〇
。

2

仏
教
大
系
一
-
六
四
。

3

大

正
蔵

十
六
-
五

一
〇
中
。

4

仏
教
大
系

一
-
一

六
〇
。

5

仏
教
大
系

一
-
九

二
。

6

仏
教
大
系

一
-
二

五
。

7

柏
木
弘
雄

「
大
乗
起
信
論

に
お
け
る
法
と
義
」
(
還
暦
記
念
論

平
川
彰
博
土
集
仏
教

に
お

け
る
法

の
研
究
)
。

8

高
崎
直

道

「
法
身

の

一
元
論
-
如

来
蔵
思
想

の
法
観
念
」
(
還
暦
平
州
記
念
彰
博
論
集
士

仏
教

に
お
け
る
法

の
研
究
)
。

(駒

沢
大
学
大
学
院
)
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